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【研究テーマ】	 

1. がん選択的な核医学診断の実現を目指したイメージング剤の開発	 
2. 脳神経疾患の病態解明及び早期診断を目的とした核医学イメージング剤の開発	 
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【過去の研究業績総計】	 

原著論文（欧文）	 14 編	 （邦文）	 0 編	 

総説	 	 （欧文）	 0 編	 （邦文）	 1 編	 

著書	 	 （欧文）	 0 編	 （邦文）	 0 編	 

紀要	 	 （欧文）	 0 編	 （邦文）	 0 編	 

特許	 0 件	 


